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行
仙
宿
、
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
予
定
ル
ー
ト
の
整
備 

 

◇
実
施
日 

 

９
月
２
４
日
（
日
） 

 

曇
り
の
ち
晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
中
前
偉
、
湯
川
一
郎
、
濱
野
兼
吉
、
阪
口
雄
二
、

大
江
徳
子
、
畑
林
清
子
、
西
克
、
高
階
美
根
子
、
梶
野
照
雄
、

瀧
本
昭
太
郎
、
山
口
泰
弘
、
高
橋
桂
太
、
由
井
洋
三 

１
４
名 

  

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
つ
い
て
カ
マ
ハ
ラ
テ
ッ
ク
さ
ん
に
１
０
月
末
日
ま
で

に
完
工
を
お
願
い
し
て
い
る
。
延
伸
工
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
、
ま

た
更
に
少
し
で
も
経
費
節
減
に
な
る
よ
う
予
定
ル
ー
ト
の
ア
セ
ビ
や
シ
ダ
の

伐
採
を
事
前
に
行
う
こ
と
と
し
、
１
４
名
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
ほ
ぼ
全
ル
ー
ト

の
刈
開
き
が
終
了
し
た
。 

 
 

 
 

 

刈
込
道
具
類 

 
 
 
 

 

シ
ダ
を
刈
る 

 
 

 
 
 

 
 

刈
込
後 

大
人
数
で
あ
っ
た
こ
と
や
中
前
君
か
ら
刈
払
機
２
台
の
提
供
が
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
３
時
間
弱
の
作
業
で
約
２
６
０
ｍ
を
完
工
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

西
、
阪
口
の
お
二
人
は
刈
払
機
の
作
業
経
験
が
あ
り
、
梶
野
君
と
瀧
本
さ
ん
は

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
慣
れ
て
い
る
。
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
も
加
わ
り
、
機
械
力
が
大

き
な
助
け
と
な
っ
た
。 

 

当
日
朝
８
時
半
、
役
場
駐
車
場
に
１
４
名
が
集
ま
り
沖
崎
よ
り
参
加
の
お
礼

と
今
日
の
作
業
予
定
を
説
明
し
登
山
口
へ
向
か
う
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
荷
台
は
毛
布
や
刈
込
道
具
、
ザ
ッ
ク
と
背
負
子
で
満
杯
に
な
る
。 

い
つ
も
の
よ
う
に
終
点
か
ら
手
分
け
し
て
毛
布
と
道
具
類
を
運
ぶ
。
最
後
尾
で

第
２
ベ
ン
チ
に
着
く
と
皆
さ
ん
休
憩
中
だ
。
道
具
類
が
多
い
の
で
第
２
ベ
ン
チ

迄
２
往
復
が
必
要
か
と
思
っ
た
が
、
皆
さ
ん
の
ガ
ン
バ
リ
で
全
て
運
ぶ
こ
と
が

出
来
た
。 

 
 

 
 

 

新
登
山
道
予
定
地 

 
 

 
 

 

床
を
清
掃 

 
 
 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

搬
送
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
午
前
中
は
小
屋
の
清
掃
、
午
後
か

ら
刈
開
き
作
業
と
考
え
て
い
た
が
、
第
２
ベ
ン
チ
ま
で
全
て
の
荷
物
を
運
ぶ
こ



と
が
出
来
た
の
で
午
前
中
に
刈
開
き
作
業
を
行
い
小
屋
の
清
掃
を
午
後
に
回

す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
女
性
陣
３
名
は
小
屋
に
先
行
し
て
い
た
だ
い
た
。 

刈
払
機
は
西
、
阪
口
の
２
名
が
担
当
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
梶
野
、
瀧
本
が
、
ヘ

ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
を
高
橋
君
に
お
願
い
し
た
。
他
の
６
名
は
伐
採
し
た
木
の
除
去

な
ど
を
行
っ
た
。
伐
採
す
る
木
は
ア
セ
ビ
が
殆
ど
で
、
以
前
の
線
下
伐
採
で
残

さ
れ
た
カ
エ
デ
な
ど
の
株
が
少
し
あ
る
。
ア
セ
ビ
は
根
元
が
１
本
で
は
な
く
４

～
５
本
に
分
か
れ
て
伸
び
て
い
る
。
直
径
は
３
㎝
ほ
ど
な
の
で
手
ノ
コ
で
も
切

る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
だ
と
あ
っ
と
い
う
間
に
切
る
こ
と
が
出

来
る
。
第
２
ベ
ン
チ
か
ら
上
、
シ
ダ
斜
面
の
西
、
阪
口
班
も
順
調
に
刈
進
ん
で

い
る
。
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
予
定
地
の
す
ぐ
下
、
送
電
線
下
ま
で
の
シ
ダ
刈
り
が

終
わ
り
、
第
２
ベ
ン
チ
下
方
に
新
し
く
作
る
登
山
道
部
分
の
開
削
も
ほ
ぼ
完
了

し
た
。
午
前
１
０
時
に
開
始
し
１
１
時
３
０
分
過
ぎ
に
予
定
し
て
い
た
部
分
を

終
え
て
小
屋
に
向
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

管
理
棟
の
毛
布
を
降
ろ
す 

 
 
 
 
 

 
 
 

２
１
番
鉄
塔
下
を
刈
る 

小
屋
で
は
床
に
敷
か
れ
た
マ
ッ
ト
が
外
さ
れ
乾
拭
き
が
済
ん
で
い
た
。
今
日
は

湿
度
が
高
い
の
で
雑
巾
が
け
は
次
回
に
行
う
そ
う
だ
。
今
日
予
定
し
て
い
た
小

屋
で
の
作
業
は
女
性
陣
の
奮
闘
で
全
て
終
了
し
た
。 

今
日
運
ん
だ
毛
布
で
小
屋
の
毛
布
の
洗
濯
は
終
了
、
以
後
は
管
理
棟
の
毛
布
を

洗
濯
す
る
こ
と
に
な
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
大
型
連
休
前
か
ら
始
め
て
、
行
仙
宿

訪
問
の
都
度
１
０
数
枚
の
毛
布
を
持
ち
降
ろ
し
、
総
数
１
０
０
枚
近
い
毛
布
を

手
洗
い
で
洗
濯
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
江
、
畑
林
の
両
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

る
。 

毛
布
全
数
の
洗
濯
は
小
屋
の
管
理
が
始
ま
っ
て
以
来
、
初
め
て
の
事
だ
ろ
う
。

過
去
の
記
録
に
も
「
毛
布
洗
濯
」
と
言
う
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
予
定
ル
ー
ト
の
全
貌 

 
 
 

 
 
 

 
 

下
山 

午
後
は
ま
だ
時
間
も
早
い
の
で
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
後
の
終
点
と
な
る
２
１
番

鉄
塔
横
と
現
終
点
と
新
レ
ー
ル
の
接
続
部
分
の
刈
開
き
を
行
う
。 

施
工
業
者
の
判
断
で
ど
の
よ
う
な
形
状
で
レ
ー
ル
を
繋
ぐ
か
が
判
ら
な
い
の

だ
が
、
出
来
る
だ
け
幅
を
持
た
せ
て
刈
っ
て
お
こ
う
、
と
言
う
こ
と
で
上
部
を

梶
野
、
下
部
を
瀧
本
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
主
体
で
樹
木
の
伐
採
を
行
っ
た
。 



１
時
間
ほ
ど
で
上
部
、
下
部
と
も
に
完
了
。
幅
員
１
．
５
ｍ
～
２
ｍ
の
ル
ー
ト

が
出
来
上
が
っ
た
。
こ
れ
で
施
工
時
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
う
こ
と
は
少
な
く

な
っ
た
と
思
う
。 

作
業
人
数
の
確
保
と
刈
払
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
機
械
力
が
大
き
な
助

け
と
な
っ
た
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。 

午
後
３
時
前
、
登
山
口
に
下
山
し
１
０
月
の
予
定
な
ど
を
説
明
し
て
解
散
し
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 
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